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1964年新潟地震による新潟市の上水道およびガス施設の震災復旧(その1)

Restorations of Water Supply and City Gas Systems ln the City Of Nilgata

after tile 1964 Nilgata Earthquake (Part 1 )

片　山　恒　雄*･増　井　由　春串

Tsuneo XATAYAMA and Yoshiharu MASUI

1964年新潟地喪により新潟市の上水道とガス施設が受けた被害とその影響を,主として地震後の

対応と復旧経過に注目して,多数の原資料と既刊の報告書をもとに再構成したものである. (その

1)では,調査の員的,新潟市の一般被害の概要,および上水道施設の復旧過程が扱われている

1.ま　え　か　き

この論文の表題を見て, ｢いまさら新潟地震の渦査など

なぜするのか｣と思われる人も多いだろう.確かに新潟

地震からすでに16年以上が経過しており,この間に新潟

地震の被害を扱った報告書はきわめて多数にのぼる.そ

こで,はじめに,我々がこの調査を思いたった理由と,

この報告書をまとめた目的とをはっきりさせておきたい

いわゆる｢ライフライン｣の地震問題が注目を集めだ

してからせいぜい10年であり,これに関する研究成果が

各所で目に触れるようになったo)は,たかだか5年前位

からである.この間,我々は,ライフラインの地震防災

においては,釆たるべき地震災害の予測と発災後の対応

計画が,他の構造物における耐震設計と同等以上に重要

であることを再三指摘してきた.この意味で, 1978年宮

城県沖地震による仙台市の被害は,ライフラインの地震

防災に対する貴重な経験を残すこととな.ったが,1)仙台市

の被害は都市震災としては全体的に軽微であったと言え

る.図1は,宮城県沖地震後の仙台市における電力･上

水道および都市ガスの復旧のようすを1964年新潟地震後

の新潟市の復旧状況と比較して示したものである,

それでは,我々は新潟地震についてどれだけを知って

いるだろうか･新潟地震による各種構造物の被害につい

地震発生からの日数(日)

図1新潟市および仙台市における電力･ガス･上水道の地

震後の復旧
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ては,その後詳細な調査研究の対象となったものも多く,

それらの結果が構造物の耐震設計方法に反映され生かさ

れているものも少なくない.この報告で対象とした上水

道および都市ガス施設についても,新潟市永道局の報告

書2)や日本瓦斯協会の報告書3)などがあり,いずれも関

係者の苦労が行間ににじみ出た労作である.しかし,新

潟地震当時といまでは,これら都市供給施設の震災に対

する見方が変化してきている.

極端な言い方をすれば,従来の報告書は,被害や影響

の総量をstaticにまとめ上げたものが多い.これに対し,

我々の報告では,発災後の対応と復旧の経緯を時間経過

の中でdynamicに眺めるところに重点を置いた･また,

宮城県沖地震の被害調査の経験から,生データおよび部

内で作成された中間報告的資料の重要性を痛感していた

ので,これら原資料の収集と検討にとくに力を注いだ.

本報告に含まれる図表の多くは,このような調査の結果

をできるだけ簡潔にまとめたものである.

資料や報告書の間の整合性と矛盾の両者に注意しなが

ら,地震後の応急対策と復旧過程をなるべく解りやすく

再構成する,これが本論文の目的である.目的がどれだ

け達成されたかは自信がないが,このような形で貴重な

経験を共有することが,将来の都市防災に役立つと我々

は信じている.

2.新潟市における被害の概要

新潟地震で発生した各種被害の詳細は過去多く報告さ

れている.ここでは,上水道･都市ガス施設の復旧を正

しく理解するために必要な事項のうち,とくに復旧対策

の立案･実施に密接に関係した住家等の被害分布,東西

新潟を結ぶ橋梁や市内各所に発生した地盤変状に伴う道

路網の破壊,津波等による浸水について述べる.図2に

新潟地震当時の行政区分けを示す･衰1には,各行政区

域ごとに家屋被害と津波等による浸水状況を示した.図

3は地震直後の6月16日および1週間後の6月23日にお
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表1　新潟市の行政区別に見た家屋被害と津波による浸水の状況
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行政区 ��ﾈﾏｲ�A: ��)��zb�a: 嫡(�ﾄ���C: 任｢�E: ��F: ��G: 買｢� 箔｢� 世帯数 剔S壊 (焼) ��8�9zb�半壊 (境) �ｩYI����9�)���(B+C +D) 嫡X6ﾔ����弌9zb�床上浸 水世帯 嫡b�������9�｢�床下浸 水世帯 嫡bｴr��(H′A) 浸水率 嫡Rｹ8���(I/A) 被災率 

世帯数 窒R��世帯数 佝��窒R��戟 ��Yzb�数 �(形) �(%) 

本庁 都Rﾃ#c��19,555 �#2絣�269 ��紕�1,851 �"ﾃcSr�4,777 �#B紕�1,941 祷�3��582 �"ﾃS#2�12.9 途ﾃ3���37.3 

入舟 �#Rﾃ�3r�6,392 途縒�312 釘纈�815 塔c��1,987 �3�紕�2,993 鼎b繧�175 �2ﾃ�c��49.6 迭ﾃ�SR�80.6 

関屋 �3づ��r�9,720 免ﾂ縒�196 �"���712 ��ﾃc���2,519 �3����370 �2繧�258 田#��6.5 �2ﾃ�Cr�32.4 

坂井輪 ��偵����4.534 迭紕�85 ��纈�315 �3sR�775 ��r�"�13 ���2�1 ��B�0.3 都ヲ�17.4 

中野小屋 釘ﾃン��805 �����- 辻�- 辻�- 辻�- 辻�- 辻�- 辻�0. 

内野 ��"ﾃ3cB�2,537 �2���8 ���2�30 ��b�54 �"���29 �����- �#��1.1 塔2�3.2 

赤塚 迭ﾃ33B�879 �����- 辻�- 辻�- 辻�- 辻�- 辻�- 辻�0. 

鳥屋野 �#Bﾃss2�6,381 途縒�95 ��絣�424 鉄S��1,069 ��r���83 ���2�36 �����1.9 ��ﾃ�モ�18.6 

沼垂 �3津#sB�9,787 免ﾂ縒�264 �"縒�1,145 �"ﾃC���3,900 �3偵R�2,632 �#b纈�443 �2ﾃ�sR�31.4 澱ﾃ都R�71.3 

山ノ下 �3BﾃSc��8,776 ���絣�659 途絣�1,382 ��ﾃ#�"�3,253 �3r���2,052 �#2紕�366 �"ﾃC���27.6 迭ﾃ都��68.0 

曽野木 釘ﾃ�3��628 ��繧�2 ���2�17 �3��50 唐���- 辻�- 辻�- 鉄��8.0 

両川 迭ﾃ3S��964 ���"�2 ���"�3 ���6 ��綯�- 辻�- 辻�- 澱�0.6 

石山 �#BﾃC#��5,739 澱纈�47 ��繧�173 鼎Cr�667 免ﾂ繧�70 ���"�125 ��迭�3.4 塔c"�15▲0 

大形 湯ﾃSc��2,008 �"紕�179 唐纈�174 ���r�460 �#2���51 �"絣�1 鉄"�2.6 鉄�"�25.5 

大江山 澱ﾃC�2�1,120 ���2�1 �����7 ����18 ��綯�- 辻�- 辻�- ����1.6 

松浜 唐ﾃ田��1,180 ��紕�188 ��R纈�432 �##��849 鼎R絣�49 釘�"�64 ���2�9.6 涛c"�81.5 

萄川 釘ﾃCS"�791 ��纈�29 �2縒�90 塔��207 �#b�2�- 辻�- 辻�- �#�r�26.2 

南浜 釘ﾃ塔��816 �����2 ���"�25 ����45 迭絣�- 辻�- 辻�- 鼎R�5.5 

合計 �3Crﾈｩｳr�83,348 �����2,300 �"繧�7,595 ���ﾃs�2�20,636 �#B繧�10,283 ��"�2�2,050 ��"�33B�14.8 �3"ﾃ都��39.6 

鍾:床上･床下浸水陛帯数は全壊･半壊世帯とされたものを除く数億である(たとえば,参考資料3)のp. 46,47)･
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図2　新潟地震当時の新潟市の行政区分け

ける浸水区域の概略である.

当時の新潟市の人口は約348,000人,世帯数は約83,000

戸であった.昭和石油等の火災延焼による390世帯の荏災

を含む,地震による全壊世帯数は全市で2,338戸,全世帯

数に対する全壊率は2.8%であった･ 1978年宮城県沖地

震の仙台市での全壊戸数は1,377戸,仝世帯数は214,000

戸であったから,全壊率は0.64%となり,全壊率の比較

だけを見ても,新潟市が仙台市に比べてずっと激しい被

害を受けたことがわかる.仙台市の地震被害は周辺の造

成宅地および沖積平野上の低地帯にある農村部に集中し,

市中心部の被害は軽微であった･これに対し,新潟市の

関屋浄水所○ ��hｨ8ﾔ��｢� 

関屋工場 庁市役 冦�����山ノ工場 

国6月16日新潟 倆�� 

国6月23日 �� 
衿 

図3　浸水地域の概略(地震直後と1週間後)

被害は,市の中心部である西新潟の本庁,入舟,関屋お

よび東新潟の沼垂,山ノ下地区の商･工業地帯に集中し

た▲　これら5地区だけで,表1のように,新潟市の全人

口の61%を占めている.図3からわかるように,この本

庁,入舟,関屋,沼垂および山ノ下地区は地震後の浸水

の影響も大きく受けた,液状化等の地盤変状による地下

水の噴出,信濃川両岸の護岸堤崩壊による川水の浸入,

地震後の津波による浸水などに伴う床下･床上浸水世帯

数は,これら5地区においては全世帯数の約22%に達し

た.図4は新潟市内で,噴砂現象等の液状化による地盤

変状が発生した地域の概略分布を示したものである.4)液

3
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図4　新潟地震による新潟市の噴砂･噴水状況4'

状化地域もまた上記5地区を中心に発生している･これ

らの地盤変状による市内道路網の破壊は,地震で発生し

た昭和大橋の落橋と八千代橋および万代橋の交通不能に

よる市中心部の分断とともに復旧活動を阻害する原因と

lAl･､た.

7月2日, 6Elから7日にかけて,さらに11日から12

日にかけての豪雨は｢7 ･ 7水害｣と呼ばれる被害を発

生させている.新潟市でも西新潟の川端町･川岸町,東

新潟の下所島･万代町･居村町･日吉町･牡丹山地区な

どで合計2,270戸の床下･床上浸水が発生し,地震後よう

やく水が引いた地域の復旧に影響を与えることとなった･

すなわち,新潟地震後の新潟市の中心部は,地盤変状

t浸水･構造物被害のどの面から見ても,最悪に近い状

態からの復旧を余儀なくされた.加えて,当時の新潟市

では地震災害を緊急時とした事前対策は輔に等しかった

から,地震直後から数か月にわたる都市機能の混乱は甚

だしかった.

3.上水道の被害と復旧

3.1　地窯当時の上水道のシステム

上水道に代表されるようなライフライン施設では,被

災時にそのシステムがどのように運用され機能していた

かを理解することが重要である.物理的には同じ規模の

埋設管被害であっても,その発生箇所によってシステム

に及ぼす影響には大きな差異を生ずる･

図5は新潟地震時における新潟市水道局の配水系統,

主要施設の能力および給水戸数等を大まかに示したもの

である.給水人口は254,000人.給水戸数59,000戸,行政

内人口に対する水道普及率は73.1 %であった.被災時に

稼動中の主要施設として,西新潟の寺地取水所,青山浄

水所および関屋浄水所の3施設と東新潟の鳥屋野浄水所

があり,配水系統は青山･関屋･鳥屋野の3つであった.

西新潟の信濃川左岸にある寺地取水所(取水能力54,2

00m3 /日)で取水された原水は, ¢24〝　導水管で青山

浄水所-38,500 m3/日,および¢ 18〝導水管で関屋浄水

所へ10,500 m3/日送られていた.青山浄水所で浄水され

た38,500 m3/日は,主として内野地区-直接配水される

18,000 m3 /日と青山から関屋浄水所配水池へ送水される
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図5　新潟市水道局の配水系統と主要施設能力の概要

20,500m3/Elとに分けられる.関屋浄水所では寺地から

の10,500m3/日の導水と青山からの送水分を加えて,関

屋･本庁･入舟地区の西新潟中心部の配水をまかなって

おり, 1日31,000m3の配水量の約2/3にあたる20.000

m3を青山浄水所からの送水に頗るシステムであった･一

方,東新潟では,鳥屋野浄水所で取水･浄水された51,000

m3/E]の水の80%以上が信濃川右岸に沿う¢ 700mmの

配水本管で市中心部に圧送されていた▲　信濃川を越えて

の東･西新潟の水のやりとりは少なく, 1日約5,000m3

が東新潟から万代橋･昭和大橋を経由して西新潟に送ら

れていたに過ぎなかった.また,青山浄水所付近のごく
一部の需要家を除いて自然流下配水はなく,ポンプによ

る圧送配水であった.

3.2　地裏直後の対応

地震の発生は6月16日午後1時02分であった.県営ア

パートの転倒で有名となった川岸町にあった市水道局の

近辺では地盤の液状化が発生し,地下水とともに砂が噴

き出す現象があちこちで見られた･地震直後の全市停電

により各浄水所からの配水は停止した･当時260名はど

の水道局職員は浄水所勤務を除いて中庭に集合させられ,

｢災害時の指示｣がなされたと言うが,約1時間は混乱

のうちに過ぎたものと考えられ,停電と電話の不通の中

で晴報の収集も進まず,各浄水所の送出バルブの閉止が

行われた程度であった.

午後2時頃から被害状況の調査が始められた･自宅に

火災･津波の恐れのある職員もおり,いったん帰宅させ

ると同時に,その途中で被害状況を調査するよう指示さ

れた.この前後から,一部の職員が徒歩･自転車･バイ

クなどで各浄水所の保有水量等の調査を始めた･午後3

時半頃になって,埋設管被害が各所で発生していること

が明らかになるとともに, 3浄水所で合計51,000m3(関

塵lo,000 m3,青山29,000m3,鳥屋野12,000m3)の保有

水量が確認されている.この保有水量は1日の総配水量

の約半日分あたる.取水所および浄水所の主要設備につ

いては機能的な被害はほとんどなかった.しかし,寺地

･青山･関屋を結ぶ導･送水管の被害は甚大であった･

また東新潟の信濃川沿いに市中心部に向かう¢ 700mm
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配水本管も万代楕付近で大被害を受けているらしいこと

から,復電後の配水は困難であるとの結論が出された･

3.3　緊急給水作業

｢ともかく市民に水をとどけねば｣と,緊急給水の打

合せを開始したのが午後3時半から4時頃だった.県対

策本部からの緊急給水対策として,

(カ　対策本部水道部を関屋浄水所に設置する

(参　給水方法は,西新潟南部を青山浄水所,北部を関

屋浄水所,東新潟を鳥屋野浄水所からとする.

との指令がなされた.具体的計画は,西新潟28,000戸,

東新潟27,000戸の給水戸数を対象として1戸当たりバケ

ツ1杯(182/日)を目標とするものであった.まず,

自動車と容器と人員の確保が問題となった･トラック100

台,ドラム缶2,000本,トラックの上乗り人員200名,潤

防ポンプ車3台の手配が行われた.ドラム缶はたまたま

水道局の近くにあった製缶工場に発注でき,上乗り人員

も県および市の一般戟員を充てることで解決した.問題

は車輪の確保であったが,ラジオ放送を通じて運輸会社

等-の緊急招集の要請を行っている.広範囲にわたる浸

水地域と道路各所の地盤変状のために満足な輸送路があ

ったわけでもなく,詳細な被害の把垣もできないまま全

市を給水地点とする活動となった.水道局職員によって

ドラム缶から水を取り出すサイフォン作りが行われ,準

備のできた給水車の第一陣が関屋浄水所から出発できた

のは午後9時頃であった.緊急給水作業は徹夜で行われ

午前3時半頃一応打切った.このような中で,地震発生

当日に出動できた車輪数は十数台程度と思われ,一般市

氏-の当日中の給水は限定された区域に行われたものと

なり,浸水等の影響を受けなかった井戸の活用も想像さ

れるが,大部分の市民にとっては飲み水を受け取る手段

さえもなかった.

写真1ドラム缶からの給水を受ける市民(新潟日報社提供)
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17日午前6時から再開された給水活動は県内および県

外水道事業者らの応援が加わり徐々に給水範囲が広がっ

ていった(写真1参照). 18日からは,車軸の入れない浸

水区域へ,自衛隊の支援を得て,舟･ボートを利用した

ポリエチレン袋等による給水を行った.地震当時5,600

haあった浸水区域も19日の段階で西新潟の78ha,莱

新潟184ha程度となり,西新潟は6月24日頃/東新潟は

30日頃にようやく排水がほぼ完了した.

当初の混乱の中で,徐々に組織化され実施された給水

活動は20日頃に給水地点60箇所を数えるに至り,よう

やく軌道に乗ることができた.給水期間も,当初の1週

間の予定から, 6月末まで, 7月中旬までと変更され,

7月末に山ノ下地区の一部を除いて終了した.図6, 7,

8は,それぞれ緊急給水に従事した車輪数,作業人員お

よび給水量の変化を地震発生から7月31日までの期間に

応急給水事柄数

350 (台) 佶x齪�����

300 250 ��⊂コ民間 

-'□他の水道事業者 

200 150 100 50 ��･=-=一一､.-【ⅢⅢ県,市水道局 ■劉 

0 ��

7日　　　　　　(日)

図6　応急給水に従事した車軸数の変化
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図7　応急給水に従事した作業人員数の変化
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図8　応急給水量の変化と給水再開率
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ついて示したものである.前述のように,発生当日の数

量はむしろ目棲値と考えるべきものであろう,地震後1

週間程度における数量をきわめて巨視的に眺めると,｢300

台の車軸と800人の作業人員とで毎日約4,000 m3の緊急

給水を行った｣ことになる.計画は1戸当たり182の給

水としているが,この期間には1日4,000m3の水で約220,0

00人に供給していたから, 1人1日約182の実績とな

る.

3.4　応急復旧作業

震災直後は, ｢車軸によってでも,まず水をとどけよう｣

という意識の方が強かったものと思われるが,管路を中

心とした復旧工事も当然着手されている･被災後1週間

程度の期間における復旧工事は必ずしも組織的であった

とは思われないが,ともかくも上水道施設の通水に向け

ての検討が開始されたのは発生当日の夕刻からである.

東新潟の鳥屋野浄水所-の通電は,地震発生から8時

間後の午後9時頃であった･昭和大橋･万代橋の連絡管

は絶たれており, ¢700mm配水本管も万代橋付近で大

被害を受けている･鳥屋野浄水所からもう1本北東に真

直ぐ伸びている¢300mmの石綿管は比較的健全らしい

ことから試験通水を行うこととなった.それまでに4箇

所ほどの被害が確認されていた¢ 700mm管の処置は17

日以降に行うこととし,浄水所から約2kmの所にある

制水弁を閉め, ¢ 300mmの石綿管調査を行ったところ2

箇所の被害が発見されたのみであった.

西新潟で午後4時頃までに確認された被害は,寺地･

関屋間の関屋浄水所近くの導水管3箇所,青山浄水所入

口付近の大規模な斜面崩壊に伴う青山･関屋間の送水管

約180mと寺地･青山間の導水管約100mの大被害であ

った･当初の水道局の見解では,これら導･送水管の復

旧を1週間程度とし,配水管の被害は比較的少ないので

はないかとの判断であった･まず,導･送水管の復旧を

最優先とする方針が決定され,被害の相対的に少ないと

思われる寺地･関屋間の導水管復旧が当日夕刻から開始

された.

寺地･関屋間の延長3,72ユmの¢ 18〝導水管は明治42

年に敷設された普通鋳鉄管であった.発生当日の夕刻か

らの復旧作業によって19日午後6時には試験通水となっ

た(図9の工事1)･この結果,漏水があるものの通水可

能と判断, 6月20日早朝から関屋浄水所の本格稼動とな

った. 19日までに修理された被害数は,抜け4,ゆるみ

2の計6箇所であった.しかし,後日ゆるみ20箇所以上が

修理されているので,地震による被害としては30箇所程

度と推定される･当初の6箇所を敷設延長で除した被害

率を求めると1,6箇所/kmとなる.この導水管復旧には

延べ80人が従事した.

寺地･青山間の¢24〝導水管は延長1,504mの普通鋳

鉄管であり,途中2箇所の水管橋があった.青山浄水所

6
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図9　新鶴市水道局の主要導管復旧工事の流れ

写真2　開削された青山浄水所入口付近(水道局提供)

入口の斜面に埋設された部分約100mに被害が発生し,

そのうち30mは管が土砂とともに押し流された状態とな

り,続く50mもいたる所で抜けが発生した.このため,

80mを敷設替えすることとし自衛隊の支援による開削作

業となった(写真2参雁)･ 6月17日から開始された工事

(図9の工事2)は管を掘り起こし,継手部1箇所ごとの

溶鉛を行い,掘り上げ,洗瀧し,敷設し,埋め戻すとい

う作業であった･ 6月23日の作業終了後,午後から試験

通水を行い,翌24日から青山浄水所が稼動した.敷設蕃

部分の被害内容は抜け26箇所,ゆるみ4箇所であったが,

寺地から導水管敷設専用地を通って浄水所入口までの被

害数は抜け4,ゆるみ1の計5箇所のみであった.敷設

替部分を除いた被害率は3.6箇所/kmであり,浄水所入

口付近の敷設蕃工事を含めて延べ572人が復旧に従事し

た.

青山と関屋浄水所を結ぶ¢ 24〝送水管も大被害を受け

た･昭和5年に敷設された延長3,917m普通鋳鉄管の管

路は寺地･青山導水管と浄水所入口付近で平行に埋設さ
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れていたが,約180mにわたって道路コンクリート舗装

の破壊･陥没などが発生し,一部では管路がどこに押し

流されたのかわからない状態であった･この復旧は6月

20日午前7時に到着した東京都水道局応援隊の手で進め

られた(図9の工事3).復旧作業は被害の大きさを考慮

して¢600mmのダクタイル鋳鉄管の新設となった･ 6月

28日午後9時30分修理完了後試験通水を行って午後11

時関屋浄水所への通水を開始した･新設に伴う埋殺し区

間178mを除いた修理箇所は抜け4,ゆるみ4であり,

被害率は2.1箇所/kmとなる　管路全体の復旧には延べ

720人を要した.

西新潟では,人口集中地区が関屋系統内にあること,

青山からの送水なしでは必要配水量が確保できないこと,

青山･関屋間の送水管被害が甚大であることなどを考慮

して,青山浄水所から関屋浄水所内の配水池に送水する

目的で仮送水管の敷設を行った.地震当時,青山から関

屋に向かって¢ 300mmの配水本管が途中まで埋設されて

いたものを利用して,これを約960m延長させる工事で

あった(図9の工事4), 6月18日から行われた仮送水管

の敷設は路上配管で施工され25日に完了,直ちに通水と

なった.この仮送水管の敷設により,西新潟の基本的な

配水体制が一応整い,ようやく配水管の本格復旧に着手

できることとなった　地震発生後9日目であった･

東新潟では,前述の¢ 300mmの配水本管を2箇所の修

理で生かすことができたため,きわめて一部の地域で地

震翌日の夕刻から給水可能となった.しかし,その後の

供給再開で, め 300mm管から市内-圧送する配水小菅の

能力が不足であること, ¢ 700 mm配水本管の復旧見通し

が立たないことから,配水連絡管の敷設が計画された･

この配水連絡管を既存の配水管網と接続することで市中

心部の供給再開を計ろうとしたもので図9の工事5, 7,

8, 9, 11などがこれにあたる･工事11は,¢300mm

配水本管の鳥屋野浄水所近くの一部が¢ 250 mm管であ

ったものを, ¢300mm管に切り換えた工事である･延長

5,760mの¢ 700 mmダクタイル鋳鉄の配水本管の修理は

徐々に進められたものと推測される･鳥屋野浄水所から

約3kmは無被害であり続く昭和大橋付近までの1 kmに

折れ2箇所,昭和大橋から万代橋付近までの17kmでは

抜け7,破損4,ゆるみ1の計12蘭の被害が発見･修理

された　万代橋付近に集中した12箇所の修理は6月24

日から1か月以上を要した.

3.5　供　給　再　開

導･送水管の復旧によって水が確保できても,配水本

管･ ,J､管･給水管の被害が修理されなければ供給再開と

はならない.配水･給水管の最小限の修理で給水可能と

なったのは西新潟の関屋浄水所近くの浜手地区,東新潟

の新潟駅南部のごく一部だけであった.

西新潟では, 6月28日に図9の工事3が完了し,青山

生　産　研　究　　　　7

写真3　共用栓からの給水を受ける市民(水道局提供)

図10　地域別に見た給水再開状況

･関屋間の送水管が復旧したことにより,ほぼ震災前の

配水能力が回復した.図10は給水が再開されたおおよそ

の月日を地域別に示したものであるが,比較的被害の少

ない地域では,だいたい地震後10日以内に給水が再開さ

れた.しかし市中心部に向かって配水を拡げていくに従

い,埋設管の被害はますます甚しくなった.津波等によ

る浸水地域も徐々に減少し,供給再開可能地域は広がっ

たが,いたる所に地盤変状が見られ,修理通水のみの復

旧方法ではとても対処できるものではなく,早期の給水

再開は見込薄となった. 6月25日前後には被害の程度に

より次のような給水再開作業をとることが決定された

①　配水本管･支管･給水管の修理通水による各戸給

水.

⑧　仮配水管による共用栓給水.

@　仮配水管からの各戸給水.

仮配水管の敷設は6月26日頃から開始され, 6月末で

実質的に終了した修理通水の後を受けて作業が本格化し

ていく　仮配水管は最初路上配管として敷設していたが,

交通障害等の苦情を考慮して, 20-50cmの浅い土被り

をとった.仮配水管の敷設と同時に共用栓を設置した

(写真3参頗).約50mに1箇所の設置とし,おのおのに

20mmの水栓2個をつけた共用栓設置数は西新潟で約

500箇所となり,東西合わせて1,533箇所となった.地震

後約1か月の7月17日,仮配水管からの共用栓により西

新潟の応急復旧が完了した.

7
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図12　各戸給水と共用栓給水の伸び

復旧稼動人員
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6月　　　　　　7月　　　　　　　　(日)

図13　導管復旧工事の稼動人員
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図14　新潟市水道局の主要導管復旧工東(表2参照)

表2　主要導管復旧工事別の管体被害状況(図14参照)

番号 豫xﾘﾂ�管径 �I+xｹyz2���被害形態(箇所) 劔儂ﾘ･�zb�8��ﾒ��
折損 僥ｩ���抜け �.H.�-ﾒ�付属施設 豫y�ﾈ,ﾈ-ﾒ�付属施設含む 

1 �))58ｬr�100 �#S��2 ���4 ���0 �#B���24.0 鋳鉄管 茶b��450 ���0 ���0 �2�2.2 唐纈�

鋳鉄管 茶ｒ�2,100 �"�0 ���6 免ﾂ�3.8 湯���

2 �))58ｬr�500 ��ﾃs���0 ���2 ���0 ���"�1.2 

3 �))58ｬr�(10) 鼎#��0 ���2 ���8 途���26.2. 

4 �))58ｬr�(4) ��ﾃSc��0 ���1 ���0 ��纈�1.9 

5 �))58ｬr�(4) 鉄���0 ���ll ����2 鉄ゅ��62.7 

6 �))58ｬr�700 迭ﾃsc��2 釘�7 ���0 �"紕�2.4 

7 ��駘��ｲ�300 釘ﾃ#S��1 ���1 ���0 ��絣�0.5 

8 �))58ｬr�200 田���0 ���2 ���0 澱綯�6.6 

鋳鉄管 �����1,044 �2�1 途�0 ���10.5 免ﾂ絣�

石綿管 ��S��1,014 釘�1 �2�0 ���7.9 唐纈�

石綿管 �����3,606 �#b�4 免ﾂ�0 ���ll.4 免ﾂ綯�

石綿管 鉄��84 ���1 ���0 ���35.7 �3R縒�

9 �))58ｬr�(10) ��ﾃ塔��2 ���0 ���0 ��絣�1.5 

10 �))58ｬr�(6) 涛c��10 亦�4 ���0 ��b綯�16.6 

菅径:ミI). ( )はインチ･

付属施設:分水栓,消火栓等･

東新潟では,市中心部の地盤被害,浸水,昭和石油火

災による延焼等のため,西新潟に比べて復旧が遅れた.

東新潟の配水系統は,鳥屋野浄水所から¢ 700mmの配水

本管で市中心部まで送り込み,万代橋付近で拡散する配

水方法であったから,大部分の地域ではこの配水本管の

代替となる配水連絡管の工事完了後,仮配水管と共用栓

8

給水による供給再開となった･山ノ下地区の一部を除き,

共用栓による供給再開は7月末に完了した.図10からわ

かるように,本格的に給水が再開された時期も,応急復

旧完了の時期も西新潟より約半月遅い.仮配管として敷

設された延長は約147 kmとなったが,東西の敷設割合は

西新潟20%,東新潟80%であった.また仮配管の約98
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kmは¢50mmの塩ビ管であったが,そのうち約70km

が山ノ下地区の配管に使用された.新潟市の地震当時の

配水管延長は,配水･給水管として使用されていた鋼管

･鉛管を含めて,約470kmとされているが,約30%の

配水管綱を仮配管で新設したことになる･

地震発生から7月31日までの,青山系,関屋系および

鳥屋野系の各系統別配水量が回復するようすを図11に示

した. 20ないし30%といわれる漏水量を考慮していな

いが,被害の軽重による回復パターンの違いは明らかで

ある･青山系では浄水所の稼動から1週間ほどで回復し

ているのに対し,関屋系･鳥屋野系は前述の復旧作業内

容が回復パターンとなっている.図12は,同期間内にお

ける各戸給水と共用栓給水の伸びを示したもので,給水

が一応全地域で再開された7月31 Elの時点では,需要家

の半数が共用栓を使用していた.水道施設の復旧作業は,

この後, 11月末までの仮配水管からの各戸給れ　恒久復

旧へ進むことになる･新潟地震の導管関係の応急復旧工

事としての契約数は512件,約2.02億円であり,応急復
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旧資材費は約2.70億円となった.導管復旧工事の稼動人

員を示したものが図13である･工事人の数は契約内容等

を総合的に判断して推定した. 11月末までの応急復旧に

従事した人員は約55,700人といわれているが,図13に示

した一応の共用栓給水が完了した7月31 Elまでの動員数

は約33,000人となる･前述の契約内容から7月末までの

復旧資材を除く費用を試算すると約1.28億円となる.ち

なみに緊急給水費用は約0.45億円で給水車1 8 1台あた

り約1.4万円であった.

埋設管被害の実態は,仮配管による復旧が進められた

こともあり,配水管の修理による通水が行われたごく一

部の地域を除いてわかっていない.応急復旧の工事日誌

等から確認できた配水管被害数は約700箇所である.こ

の中から被害形態がわかる図14の主要導管について被害

の概要を示したのが表2である.図14と蓑2の工事番号

は対応している･延長距離のとりかたに問題はあるが一

応の地域的な被害率を見ることができよう.

(33巻2号へ続く)

次　号　予　告(2　月号)

詞査報告

1964年新馳表による新潟市の上水鮎よびガス施設の震災復旧(その2)------･･-･(芸#d雷雲

研　究　速　報

GMDHモデルによって作成された工具摩耗予測のモデル

新しい土質試顔システムl
一三軸試験穐本体の設計･製作-

新しい土質試験システム五
一自動計測･自動データ処理-

予引張あるいは予圧縮ばねを利用した免震床の研究
(第4報　莫大モデルについての美顔-その11)

予引張あるいは予圧縮ばねを利用した免震床の研究
(第5報　莫大モデルについての実験一その2-)

盛土上で与えられた外乱による振動伝播の波動論的考察

薪離散化極限解析解の誤差評価に関する一方法について

イオン結晶中のき裂進展と転位の発生
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河
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